
市報 みなみ魚沼　平成30年5月15日発行 12

2018.5
M
a
y

発
行
日

2
0
1
8
年
5
月
1
5
日
　
第
1
6
3
号

発
　
行

南
魚
沼
市
　
〒
949－6696 新

潟
県
南
魚
沼
市
六
日
町
180－1　

電
話
025－

773－
6660（

代
表
）

　
編
　
集

　
総
務
部
　
秘
書
広
報
課

市報に掲載する人名は差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。
この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

　新年度がスタートして約１か月。図書館を利用す
る中学生・高校生や社会人が増えてきました。新し
い友人・知人との会話に花が咲きますが、図書館で
はおしゃべりを控えて、心地よい利用マナーでみん
なの快適な図書館にしましょう。

救急医療のかかり方
①電話をかける
　　次の病院に電話で症状を伝えてください。重
症（意識がないなど）の場合は、119番で救急
車を呼んでください。

　・南魚沼市民病院  …………………  ☎788－1222
　・魚沼基幹病院  ……………………  ☎777－3200
　・齋藤記念病院（脳神経外科救急） ☎773－5111
　※電話のかけまちがいにご注意ください
②指示通りに受診する
　・電話での指示に従って受診してください。
　・スタッフの状況や症状などに応じて、他の医
療機関を案内する場合があります。

　・緊急度や重症度の高い順に対応するため、診
察の順番が前後し、待ち時間が長くなる場合
があります。

　・休日・夜間は検査や人員体制が十分ではない
ので、できるだけ通常の診療時間内に受診し
てください。

新潟県『救急医療電話相談』
☎025－284－7119（＃7119でも可）
　　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、
嘔吐、下痢など）にご利用ください。
新潟県『小児救急医療電話相談』
☎025－288－2525（＃8000でも可）
　夜間に子ども（15歳未満）の具合が悪くなっ
たとき（発熱、けがなど）にご利用ください。

時19：00 ～翌朝8：00（毎日）

救 急 医 療
問保健課　☎773－6811

みんな 図書館の
南魚沼市図書館（えきまえ図書館本の杜）�☎773－6677
大和図書室（大和公民館内２階）� ☎777－4671
塩沢図書室（塩沢公民館内１階）� ☎782－0100

新着図書の一部を紹介します
※下記以外の新着図書は館内かWebOPACでご確認ください
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・長く高い壁 浅田　次郎
・夏井いつきの「花」の歳時記 夏井いつき

・イザベルに薔薇を 伊集院　静
・修羅の都 伊東　　潤
・口笛の上手な白雪姫 小川　洋子
・私はあなたの記憶のなかに 角田　光代
・路上のＸ 桐野　夏生
・死の島 小池真理子
・青くて痛くて脆い 住野　よる
・樽とタタン 中島　京子
・おまじない 西　加奈子
・玄鳥さりて 葉室　　麟
・それまでの明日 原　　　尞
・オンナの奥義 阿川佐和子
・にっぽんの履歴書 門井　慶喜
・酒の渚 さだまさし
・立ち直る力 辻　　仁成
・美女は天下の回りもの 林　真理子
・ほどほど快適生活百科 群　ようこ
・オリジン　上・下� ダン・ブラウン

その他
・一〇一歳の習慣 高橋　幸枝
・AI vs. 教科書が読めない子どもたち
� 新井 紀子

・BOOK BAR　お好みの本、あります。 杏
・一度は観たい日本の花風景
・蘇るサバ缶　震災と希望と人情商店街 須田　泰成
・読むパンダ� 黒柳徹子／選
・人生100年の習慣� NHKスペシャル取材班
・世界の断崖おどろきの絶景建築
� パイインターナショナル／編著
・農家が教える梅づくし 農文協／編
・絵本とおもちゃでゆっくり子育て
　０歳から幼児までの� 柿田　友広
・超図解野菜の仕立て方の裏ワザ
� 『やさい畑』菜園クラブ／編
・はじめての小さな庭の花図鑑� 辻幸治／解説
・鉄道写真が語る昭和� 「旅と鉄道」編集部／編
・夢を生きる 羽生　結弦
・永世七冠羽生善治 羽生　善治

子ども・若者育成支援センター
～通称「子若センター」～

　家族だけで悩まずにご相談ください。相談
員が電話・来所相談に応じます。
日祝日・年末年始を除く月～金曜日
　午前９時～午後４時30分
教育支援担当（義務教育期）
☎773－3177
　不登校などの児童・生徒とその保護者など
を対象に、相談・支援を行っています。
若者担当（義務教育終了～39歳の若者）
☎773－6616
　ニート・ひきこもりなどの若者とその家族
を対象に、相談・支援を行っています。


